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前期終了に伴い、生徒、保護者の皆様に行った「学校満足度アンケート」（質問は１５問）の結果を紹介し

ます。目標はすべての項目で８０％以上と考えています。

〇高い評価の項目（８０％以上）

生徒

〇いつも元気に挨拶し、時と場・相手にあった態度や言葉遣いができている。

〇学校生活や社会のルールを守って生活している。

〇仲間を尊重し、支え、思いやる心が育っている。

〇いじめの防止やいじめの早期発見に向けた取組を適切に行っている。

〇授業を通して、学ぶ意欲が高まったり、学習内容が理解できている。

〇部活動や同好会活動に意欲的・熱心に取り組み、楽しく参加している。

〇火災・地震・薬物・ネットトラブルなどの危機管理指導を適切に行っている。

〇登下校時の歩行や自転車の乗り方について、ルールやマナーを守っている。

〇学校が発行する「たより（学校だより、学年・学級通信、保健だより等）」に目を通し、その内容はわかり

やすい。

〇先生方は、生徒の悩みやわからないことに対して、相談にのってくれたり、教えてくれたりしている。

【分析】

１５問中１０問が８０％以上の回答であり、学校生活への満足度は高い傾向があります。自己決定、自己存

在感、共感的な人間関係、安全安心な風土という生徒指導の機能を生かした教育活動を実践している成果と考

えます。また、家庭の教育力、保護者同士のつながり、学校との連携などから、規範意識、社会的なマナー、

人に対する信頼感、望ましい人間関係などが構築できていることがうかがえます。

保護者

〇学校行事や委員会活動、係活動において、主体的に取り組んでいる。

〇「たより」やホームページ・メール等を利用し、情報発信を適切に行い、内容も適切である。

【分析】

１５問中２問が８０％以上の回答となりました。教育活動を通して取り組んできた「主体的に行動する」こ

とにより生徒の成長を実感してただいていることをうれしく思います。

また、学校から発行される便りやホームページ等が評価されていることについては、学級担任や各担当が生

徒の様子や担任等の考えが伝わるよう工夫して作成していることを評価していただき感謝しています。

▲低い評価の項目（７０％未満）

生徒

〇長期休業中や放課後の「はばたき学習クラブ」や「実験教室」に、機会があれば参加し、学習に取り組ん

でみたいと思う。

〇日頃から、自分の体力向上に向けて、意識したり、努力していることがある。

【分析・対策】

・学習会については、本校独自のもの、児童会館による実験教室、錬成会の協力による学習会を行っています。

内容、周知方法等多くの生徒が参加できるように検討します。

・体育祭での翔陽四季や団体種目、Sリーグの取組など、励まし合い、協力し、楽しみながら運動に取り組む工

夫をしています。それらが個々の意欲につながるよう体力テストの結果も生かし目標を設定することで主体

的な取組につなげていきたいと思います。



保護者

〇いじめの防止やいじめの早期発見に向けた取組を適切に行っている。

〇授業を工夫し、学ぶ意欲を高めたり学習内容を定着させる指導を行っている。

〇家庭学習の習慣化や充実に向けた取組を行っている。

〇体力向上に向けた取組を適切に行っている。

〇火災・地震・薬物・ネットトラブルなどの危機管理指導を適切に行っている。

〇生徒個々の状況に寄り添った指導を行い、相談や質問・要望に対して、適切に対応している。

【分析・対策】

６項目が７０％未満となりましたが、そのうち５項目が昨年度より向上しているので改善傾向にあると考えています。

ただし「どちらとも言えない・わからない」の回答が相当数あるため、学校の取組や状況の発信に努めていきます。

・いじめ対応については、日常の見取りに加え、年３回のアンケートの実施、教育相談を定期的または適宜必要に応じて

実施するなど、共感的な生徒指導をもとに、早期発見と防止に努めます。

また、全教職員が「いじめは絶対許さない」という認識に立ち、道徳の授業を柱とし、教育活動を通して望ましい人間

関係、コミュニケーションのあり方など、実践的な態度を養っていきます。

生徒会とも連携し、「いじめ撲滅集会」を通して、いじめを許さない雰囲気の醸成を図ります。

・授業については、生徒の知的好奇心や探究心を高める課題の設定をもとにした授業改善等を進めます。

・家庭学習の習慣化については、教師からの働きかけだけでなく、生徒会学習委員会の活動とも連携し啓発を図ってい

きます。また、課題の与え方や見本となる取組を紹介するなど、家庭学習に取り組みやすい環境づくりに努めていきます。

・生徒理解については、年３回学校適応感を知る検査の実施や、日常から生徒をよく観察 、一人一人の良さを見つける生

徒指導を基本とし、悩みや困り感を少しでも早く察知し、チームとして生徒理解に取り組んでいきます。

以上のことに留意しながら、これからの教育活動に取り組んでいきます。いつでも学校にご意見をお寄せください。

引き続き自分たちの手による学校づくりを

10月 23日(月)に後期生徒総会が開催されました。 生活委員長 井上 葉月

前期の活動反省と後期の活動方針が示され、質疑応 生徒会長 関下 芽依 学習委員長 髙橋 寛希

答がありました。建設的な意見が出され、自分たち 副会長 髙橋 結愛 保体委員長 吉澤 桃華

の活動を創造していこうという思いが伝わりました。 副会長 三政 樹里 美化委員長 細木 煌矢

生徒会執行部は一足早く、１・２年生に代替わりし、 事務局長 西川 真生 図書委員長 柳田あおい

前期の３年生が築いてきた主体的な活動を引き継ぎ、 事務局次長 景山 桃羽 広報委員長 今西 希妃

更なる充実・発展につなげてくれることと期待して 会 計 白井 あゆ 放送委員長 米長 晴

います。自分たちの手でどのような学校をつくって 選挙管理委員長 谷口 龍誠

いくかという視点を大切にし、計画を着実

に実行して いってほしいと思います。

前期同様、生徒会役員のみなさん、全会

員のみなさんのこれからの頑張りに期待し

ています。生徒会も「翔陽プライド」！

〈バレーボール部〉 〈サッカー部〉

◇全十勝秋季バレ－ボール大会 ◇全道U-15フットサル十勝地区予選 ７位

〈バスケットボール部〉 女子 予選グループ戦 予選グループ戦 翔陽中 7-0 SHIKAOI FC
◇全十勝秋季バスケットボール大会 翔陽中 0-2 札内東 翔陽中 2-0 音更中
男子 ベスト８ 翔陽中 1-2 帯八中 翔陽中 4-1 札内中

2回戦 翔陽中 84-25札内東 男子 帯広合同チーム 優勝 決勝トーナメント 翔陽中 2-0 士幌中
翔陽中 51-80南町中 (２年 神内彪政 所属) 翔陽中 1-5 プログレッソ A

女子 ２回戦 翔陽中 51-62音更中 リーグ戦 帯広合同 2-0 芽室中 順位戦 翔陽中 2-6 帯広 FC
帯広合同 2-0南町中 翔陽中 5-0 池田・浦幌中

〈卓球部〉

◇全十勝秋季卓球大会 〈ソフトテニス部〉

男子 個人戦 福田 優希 ３位 ◇１年生団体王座十勝地区予選

女子 個人戦 佐藤 心杏ベスト8 女子 太田琴子・藤田結愛 ベスト8

団体戦 ３位


